
 
 

                                        

                                        

     

       

         

                      

五
項
目
の
指
摘 

「
保
安
規
定
違
反
」
の
保
安

院
の
指
摘
は
、 

●
固
化
セ
ル
内
に
高
レ
ベ
ル

廃
液
が
漏
れ
た
際
の 

①
固
化
セ
ル
受
け
皿
に
液
が
溜

ま
っ
て
い
る
事
を
検
知
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
漏
え
い
液
の

回
収
を
速
や
か
に
実
施
し
な

か
っ
た
。 

②
「
設
備
に
求
め
ら
れ
る
状
態
」

の
的
確
な
判
断
の
未
実
施
の

ま
ま
配
管
の
詰
ま
り
除
去
作

業
を
行
っ
た
。 

③
漏
え
い
検
査
装
置
が
操
作
不

能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
配
管
の
空
気
流
量
の
適
切

な
管
理
を
行
わ
な
か
っ
た
。 

と
い
う
三
項
目
と 

●
施
設
の
補
修
作
業
実
施 

                 

三陸の海を放射能から守る                        《天恵の海》 
岩手の会                                 ２００９（平成２１）年      
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高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
漏
え
い
に
つ
い
て
日

本
原
燃
は
四
月
三
〇
日
、
経
産
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院
に
対
し
て
、「
保
守
作
業
等
に
関
わ

る
保
安
規
定
違
反
に
つ
い
て
」
と
「
組
織
要
因

に
関
す
る
分
析
」
と
い
う
二
つ
の
「
報
告
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
ど
ち
ら
の
報

告
書
も
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
ガ
ラ
ス
固
化

す
る
技
術
的
欠
陥
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
報

告
書
以
上
の
具
体
的
な
分
析
は
な
く
、
何
故
こ

の
よ
う
な
重
大
事
故
が
相
次
い
だ
の
か
、
納
得

の
ゆ
く
説
明
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の

「
保
安
規
定
違
反
」
は
「
原
子
炉
等
規
制
法
」

第
五
〇
条
と
第
四
六
条
の
七
に
基
づ
く
も
の

で
、
経
産
大
臣
は
事
業
者
の
指
定
の
取
り
消
し

又
は
停
止
の
命
令
が
出
来
ま
す
。 

ガラス固化セル内写真 日本原燃・HP「2 月 24 日報告書」から 
 

「廃液漏れ」トラブル日誌 
 

０８年１０月 使用済み核燃料せん断により、高
レベル廃液２４０ｍ３生成、貯蔵。 

12月 16日 ガラス固化装置トラブル観察のた
め、高レベル廃液供給配管を取り外し、閉止

フランジ（蓋）で止める。（「作業計画書」を

作らず実施し違反と指摘される） 

２４日 ガラス溶融炉に差し込んだ攪拌棒が曲
がり、耐火レンガが剥落。 

09 年１月９日～２１日 高レベル廃液が貯蔵槽
から配管内を上昇、閉止フランジ（蓋）から

滴下。1２日間気付かず、放置。 

21 日 2 系列の閉止フランジ（蓋）からトレ
イ（受け皿）への高レベル廃液滴下発見。フ

ランジのボルトを締め直し滴下停止。 

22 日 Ｂ情報として青森県に通報 

2 月 1日 再び フランジの一つから滴下発見
閉止フランジ取り付け時に新しいガスケット
(パッキング)に交換しなかったためか。 

 18 日～26 日 セル内洗浄（「作業計画書」な
し、指摘される）。汚染配管・サポート部洗浄中

に、電気配線の貫通プラグとスリーブの間に洗
浄液浸入。隣室で、放射線を観測。（『30 ㌢離

れて最大約７２０マイクロシーベルト/時間）』） 

7 日 遠隔操作のクレーン故障  

「
ガ
ラ
ス
固
化
セ
ル
」
は
体
育
館
二
つ
を
縦
長
に

並
べ
天
井
の
高
さ
を
倍
に
し
た
く
ら
い
の
大
き
な

作
業
部
屋
で
、
１
ｍ
以
上
の
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
壁
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
間
が
入
れ
ば
放

射
能
で
死
に
至
り
ま
す
の
で
、
作
業
は
全
て
外
部

か
ら
の
遠
隔
操
作
で
す
。
今
年
一
月
に
『
広
島
原

爆
約
二
・
五
発
分
』（
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
換
算
）
に

相
当
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が
漏
れ
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
半
が
未
回
収
の
ま
ま
で
す
。 

保
安
規
定
違
反
に
つ
い
て 

原
燃
報
告
書
か
ら 



計
画
書
に
関
す
る 

④
廃
液
供
給
配
管
の
取
り
外
し

の
作
業
の
補
修
作
業
計
画
を

作
ら
な
か
っ
た
。 

⑤
固
化
セ
ル
洗
浄
作
業
に
つ
い

て
補
修
作
業
計
画
の
作
成
を

行
わ
な
か
っ
た
。 

の
二
項
目
の
違
反
で
す
。 

「安
全
神
話
」の
崩
壊 

こ
の
指
摘
に
対
し
て
日
本

原
燃
は
、
①
に
つ
い
て
は
「
警

報
が
鳴
っ
た
が
、
非
放
射
性

の
『
シ
ー
ル
水
』
の
流
入
と

考
え
高
レ
ベ
ル
廃
液
漏
洩
で

は
な
い
と
判
断
し
、
ポ
ッ
ト

内
の
液
体
の
サ
ン
プ
ル
は
取

ら
な
か
っ
た
」
と
回
答
、
又

③
に
つ
い
て
は
「
配
管
は
廃

液
が
供
給
さ
れ
な
い
隔
離
さ

れ
た
状
態
で
あ
っ
た
の
で
高

レ
ベ
ル
廃
液
の
主
要
な
流
れ

を
構
成
す
る
と
は
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
て

お
り
、
思
い
こ
み
や
基
本
を

無
視
し
た
判
断
で
「
見
逃
し
」

や
「
不
手
際
」
を
重
ね
て
い

た
事
が
分
か
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
⑤
に
つ
い
て
も

「
洗
浄
作
業
は
、
固
化
セ
ル

は
厚
い
壁
で
担
保
さ
れ
て
お

り
、
し
ゃ
へ
い
・
閉
じ
こ
め

機
能
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

と
判
断
し
た
」
と
し
て
お
り
、

「
安
全
神
話
」
と
も
い
え
る

安
易
な
思
い
こ
み
が
あ
っ
た

こ
と
が
窺
が
え
ま
す
。 

掘
り
下
げ
が
不
足
な 

「直
接
的
要
因
」 

 

違
反
の
「
直
接
的
要
因
」

を
記
述
し
た
箇
所
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
、 

ａ
、「
ル
ー
ル
・
仕
組
み
に
関

す
る
要
因
」
と
し
て 

・
リ
ス
ク
を
評
価
し
対
応
す
る

手
順
が
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
・
保
安
規
定
に
基
づ
く
重
要

事
項
判
断
の
記
録
を
残
し
多
角

的
確
認
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
不

十
分
だ
っ
た
（
等
々
）
、 

ｂ
、
組
織
風
土
に
関
す
る
要
因 

・
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
取
り
扱
う

安
全
教
育
の
取
り
組
み
不
足
・

取
り
扱
い
の
廃
液
の
性
状
、
設

備
の
構
造
に
関
す
る
情
報
の
共

有
不
足
・
現
場
業
務
と
保
安
規

定
に
対
す
る
意
識
不
足
・
再
処

理
安
全
委
員
会
の
保
安
規
定
の

観
点
に
つ
い
て
の
認
識
不
足
・

必
要
な
仕
組
み
の
構
築
や
活
動

を
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
問
題
（
等
々
）
、 

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

完
成
の
見
通
し
も
立
た
な
い 

「ガ
ラ
ス
固
化
技
術
」 

「
ル
ー
ル
や
仕
組
み
」「
組

織
風
土
」
が
何
故
に
か
く
も

問
題
だ
ら
け
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
根
本
的

に
は
、「
放
射
性
廃
液
を
ガ
ラ

ス
固
化
す
る
技
術
は
完
成
の

見
通
し
も
立
た
な
い
」
と
い

う
現
実
が
あ
り
ま
す
。「
科
学

技
術
は
万
能
で
あ
る
」
な
ど

と
い
う
傲
慢
な
考
え
を
捨
て

人
類
に
は
制
御
で
き
な
い
放

射
能
に
手
を
出
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
自
問
す

る
な
ど
の
謙
虚
な
問
題
意
識

が
必
要
で
す
。
重
大
事
故
を

頻
発
し
な
が
ら
本
格
操
業
を

急
ぐ
原
燃
に
こ
の
危
険
な
放

射
能
を
扱
う
能
力
や
資
格
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
保
安
規
定
違
反
の
認
識

が
な
か
っ
た
」
・原
燃
コ
メ
ン
ト 

青
森
県
の
「
東
奥
日
報
」

は
、
四
月
二
日
の
紙
面
で
、

日
本
原
燃
広
報
部
が
「
保
安

規
定
違
反
と
の
認
識
が
な
か

っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
こ

と
、
「
洗
浄
液
浸
透
ト
ラ
ブ

ル
」
に
つ
い
て
公
表
し
な
か

っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
ま
す
。

四
日
の
社
説
で
は
、「
緊
張
感

の
薄
さ
に
愕
然
と
す
る
」
と

強
く
批
判
し
「
人
に
も
環
境

に
も
極
め
て
危
険
な
高
レ
ベ

ル
廃
液
を
扱
っ
て
い
る
と
い

う
事
業
者
が
常
に
求
め
ら
れ

る
緊
張
感
が
薄
い
と
見
え

る
」
と
断
じ
て
い
ま
す
。 

 

  

   

日
本
原
燃
は
「
放
射
能
漏
洩

事
件
」
で
原
子
力
安
全
・
保
安

院
か
ら
五
項
目
も
の
保
安
規
定

違
反
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
解

明
と
対
策
案
が
四
月
末
日
、
二

編
の
「
報
告
書
」
と
し
て
提
出

さ
れ
、「
安
全
の
確
保
が
全
て
に

優
先
す
る
」
と
い
う
原
燃
社
長

の
宣
言
も
出
さ
れ
た
。
こ
れ
で

危
機
的
事
態
は
改
善
に
向
か
う

の
だ
ろ
う
か
？ 

読
ん
で
み
て
、

残
念
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
心
配

に
な
っ
た
。
◆
そ
の
理
由
の
第

一
は
、
事
実
が
よ
く
見
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高
レ
ベ 

 

               

             

ル
放
射
性
廃
液
が
な
ぜ
『
パ
ー

ジ
空
気
』
の
調
整
の
失
敗
な
ど

で
漏
れ
、
そ
の
こ
と
に
気
が
つ

か
な
か
っ
た
の
か
。
ど
の
く
ら

い
漏
れ
て
、
ど
の
く
ら
い
回
収

さ
れ
た
の
か
。
洗
浄
し
た
と
言

う
が
、
き
れ
い
に
な
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
事
実
と

し
て
、
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
の
電
気
配
線
な
ど
の
隙
間
か

ら
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
液
が

浸
み
出
し
た
。
◆
測
定
さ
れ
た

放
射
線
の
「
数
値
」
に
つ
い
て

も
十
分
な
説
明
が
な
い
。「
貫
通

プ
ラ
グ
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
で
最

大
約
七
二
〇
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ 

 

     

日
本
原
燃
は
四
月
三
〇
日

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
三

月
ま
で
の
再
処
理
工
場
か
ら

の
放
射
能
放
出
状
況
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
気
体
放
出
状
況
」
の
二
月

の
欄
の
『
そ
の
他
α
線
を
放

出
し
な
い
核
種
』
の
数
値
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
測
定
限
界
値

以
下
（
Ｎ
Ｄ
）
」
か
ら
「
二
六

万
ベ
ク
レ
ル
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
三
月
末
発
表
で
は
「
四

万
二
千
ベ
ク
レ
ル
」
で
し
た

が
、
訂
正
さ
れ
一
桁
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

ル
ト
／
時
間
」
と
い
う
測
定
値

は
保
安
院
の
検
査
資
料
に
載
っ

て
い
る
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
に

し
て
測
定
し
た
も
の
な
の
か
説

明
が
な
い
。
事
は
、
作
業
員
が

立
ち
入
る
隣
室
で
の
測
定
値
で

あ
り
重
大
だ
。
そ
の
と
き
作
業

員
は
居
た
の
か
居
な
か
っ
た
の

か
？
◆
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た

現
場
で
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
々
の
被
ば
く
が
心

配
さ
れ
る
。
現
場
の
労
働
者
・

技
術
者
は
、「
携
帯
線
量
計
」
や

「
被
曝
手
帳
」
を
保
持
し
正
し

く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
職
場
環
境

で
働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
こ
と
が
き
ち
ん
と
説

明
さ
れ
た
「
安
全
優
先
宣
言
」

で
な
け
れ
ば
、
本
当
の
安
全
確

保
に
繋
が
ら
な
い
。
（
尚
） 

 

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
で 

「
六
ラ
プ
サ
ミ
ッ
ト
」
世
話
人
会 

        

五
月
一
六
日
、
開
催
中
の
六

ヶ
所
村
内
「
花
と
ハ
ー
ブ
の

里
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
」
を

機
会
に
「
六
ラ
プ
サ
ミ
ッ
ト
世

話
人
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
で
は
、
四
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
署
名
開
始 

 

「
全
国
署
名
」
に
つ
い
て
は
サ

ミ
ッ
ト
参
加
者
か
ら
の
意
見
を

集
約
し
「
海
に
空
に
、
こ
れ
以

上
放
射
能
汚
染
を
広
げ
な
い
よ

う
再
処
理
工
場
の
稼
働
凍
結
を

求
め
る
署
名
」
と
す
る
成
案
が

確
認
さ
れ
、
署
名
運
動
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

（
「
岩
手
の
会
」
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
」 

“
サ
ン
バ 

Ｄ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｎ 

” 

  

三
〇
分
練
習
成
功 

「
み
ん
な
で
出
来
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
み
な
Ｃ
Ａ
Ｎ
‘
Ｚ
）
」

に
つ
い
て
も
話
合
わ
れ
、
さ
っ

そ
く
「
サ
ン
バ 

Ｄ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
」

チ
ー
ム
の
練
習
が
作
業
小
屋
で

な
さ
れ
ま
し
た
。
大
半
が
初
心

者
。
楽
器
の
名
前
の
説
明
か
ら

始
ま
っ
て
三
〇
分
で
ど
れ
だ
け

や
れ
る
か
挑
戦
で
す
。 

 

（
ブ
ロ
グ
「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

ｔ
ｏ 

み
な
Ｃ
Ａ
Ｎ
‘
Ｚ
」
に
詳
細
） 

空に放出された放射能の量 
   （２００８年４月～０９年３月） 
 クリプトン８５     １京８０００兆ベクレル 

 トリチウム       ３兆７０００億ベクレル 

   炭素１４        １兆４０００億ベクレル 
 ヨウ素１２９            ２億ベクレル 

   ヨウ素１３１         ５８０万ベクレル 

 α線を放出しない核種  ２６万ベクレル   

定
期
報
告<

放
射
能
放
出
状
況> 

「
α
線
を
放
出
し
な
い
核
種
」
の
数
値
６
倍
に
訂
正 

水
め
が
ね 

本
当
の
「安
全
優
先
宣
言

」 


